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1.研究背景と目的 
	 ソフトウェアの規模や複雑度が増加するに伴

い、テストの規模も大きくなり、そのコストも

膨大になっている.そうした中、テストの効率化

は重要な課題である.	

	 効率的なソフトウェアテストを行うための一

つの方法は、テストケースの実行順序を適切に

決定することである．例えば、できるだけ早く

カバレッジを達成できるようにテストケースの

優先度を決定する手法などが提案されている．	

	 本研究では、カバレッジに加えて、テストさ

れる機能の重要度と実行時間を考慮し、多目的

最適化手法によりテストケースの優先度を決定

する手法を提案する． 
2.背景知識 
2.1	テストケースの優先度	

	 肥大化するテストケースの量を抑制するため

に、テストケースの選択、テストスイートの最

小化、テストケースの優先度付きの３つのアプ

ローチがある.テストケースの優先度付けは、限

られたテストケース数でもできるだけ高いカバ

レッジを実現できるようにテストケースに優先

度を付けることである.	

2.2	多目的最適化	

	 多目的最適化とは、複数の目的を最適達成す

る解を見つける手法である.例えばテストでは、

検出率とコストの両者を考慮しないと現実的で

なく、そういう場合に利用される手法のひとつ

である.	

2.3	APFDc	

	 APFD とは平均故障検出率というメトリクスで

ある.APFD は優先順位付け後に計算され、優先順

位付け技術の性能を評価する.より高い APFD 値は

より大きい早期故障検出率を示す.Elbaum[5]ら

は APFD の概念を拡張し、検出された故障の重	

要度とテストケースの実行コストを加味する

APFDc というメトリクスを提案した.	

	

	

	

	

3.先行研究 
	 テストケースの生成に多目的最適化を用いた初

期の研究には[2]などがある．この研究ではプロ

グラムの分岐のカバレッジとダイナミックメモ

リのコスト両方の目的を考え、テストケースを

生成した.	

	 コストを考慮した研究としては[4]などがある.

この研究はテストスイートの生成ではなく、指

定された時間内に実行できるように優先順位を

決めたテストスイートのサブセットを決定する

ことを目的としている.		

	 重要度についての研究は[3]などがある.この研

究ではテストケースやソースコードからトレー

サビリティリンクを用いて対応する要求仕様を

識別し、テストケースの優先度を決定している．

しかし、この研究の重要度の獲得手法では、事

前作業が多くてコストが高くなる.	

4.提案手法 
4.1	目的	

	 本研究では、テストケースの実行時間、カバ

レッジ、機能重要性の３つを目的としてテスト

ケースの優先度を決定する手法を提案する.	

4.2	コスト	

	 本研究でのコストはテストケースの実行時間

である.先行研究[4]は制約時間を設定し、この

時間の中にできるだけカバレッジを最大化する

手法である.	本研究では時間制約を設定せず、任

意の時点でテストを打ち切ってもできるだけ質

の高い効果が得られるような優先度付を行うこ

とを目指す．なお個々のテストケースの実行時

間が既知であるものとする.	

4.3	重要度	

	 本研究での重要度はプログラムの機能や関数

の重要性である.例えば、ユーザーによって頻繁

に利用される機能またはプログラムのコア機能

とか、これらのような重要な機能を優先にテス

トする必要がある.３つの機能だけを持つ簡単な

学生情報管理プログラムを例に説明する.	

	
図 1.学生情報管理プログラムの機能重要度例	
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	 図 1 は、ツールで要求仕様書や要件からプロ

グラムの情報を獲得し、それを人手で分析して

機能の重要度を設定した結果の例である.テスト

ケースの重要度は、そのテストケースによって

テストする機能の重要度と、検出を意図する故

障の深刻さから決定する.このテストケースの重

要度を優先度決定の要因とする.	

4.4	優先度の決定	

	 本研究では、遺伝的アルゴリズムを用いて、最

優なテストケース順序を計算する.	

提案手法の全体像を図 2 に示す.	

図２.研究全体像	

Step1.重要性の決定	

プログラムの要求仕様書を見て、機能または関

数の重要度を獲得する.この重要度に基づき上述

した優先度の要因を決定する.	

Step2.優先度付け	

重要度、実行時間、カバレッジ、これらの３つ

の目的を組み合わせて、既存のテストケース群

の優先度の最優式を導出する.	

Step3.テスト	

優先度がつけられたテストスイートでテストを

行う.	

5.例題
本研究で対象とするテストケースの優先度付

けについて例を用いて説明する．テストケース

が検出できる不具合が図 3に示すような状況であ

ったとする．例の中で、テストケース Bは３つの

故障をカバーする、A より１つ多い.テストは１

つだけのテストケースを実行した早期に中止し

た場合、Bを実行するカバレッジはAより高い.こ

の場合、B-A-C-D-E の順序で実行する方が A-B-C-

D-E より早く不具合を検出でき効率がよい．	 こ

の例では C-E の順序でテストを行うことが最も効

率がよくなる．		

図 3.優先度の例	

	 一方、提案手法ではさらに重要度を考慮する

ため、異なる結果になる.図 4 のかっこの中の数

は、故障が関わる機能の重要度と故障の深刻さ

（図 1）を表したものである.	これらに基づい

て、故障の重要度が決定される.	こうした重要

度を考慮すると、より重要な故障から優先的に

検出できるテストケースの順番を決めることが

できる.	

図 4.重要度追加例	

6.まとめ
本稿ではテストケースの実行時間とプログラ

ムの重要度を加味し、多目的最適化テストケー

スの優先度を決定する手法を提案した.実際のデ

ータを用いた評価をすすめたい.	
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